
学校法人新渡戸文化学園（東京都中野区、理事⾧ 平岩国泰）の、
「VIVISTOP NITOBE＊ FURNITURE DESIGN 
PROJECT」が、第15回キッズデザイン賞＊

（主催 : キッズデザイン協議会）において最優秀賞『内閣総理大臣賞』
を受賞しました!!

2021.0929の表彰式にて。
●写真（右）:キッズデザイン協議会

会⾧ 山本 正己様
●写真（中）:学校法人新渡戸文化学園

理事⾧ 平岩 国泰
●写真（左）:新渡戸文化小学校・アフタースクール

山内 佑輔

小学生とデザイナーが地域を越えて共創。国産木材とデジタル
工作機器で世界に１つだけの椅子を12脚制作しました!

＊VIVISTOP NITOBEとは: 教室や教科、学年など、これまでの学校の仕組みを越え、先生も生徒、児童も、ともにつくり、ともに学ぶ場です。
学校は学びの宝庫です。授業も、休み時間も、放課後も。VIVISTOP NITOBEでは、日常で生まれる「問い」や「興味」をさらに深めます。
もっと知りたい!もっとやってみたい!もっとつくりたい! そんな想いをアートやサイエンス、テクノロジーなどを活用し、多様な価値観を持つ人たちと共創
しながら、自分たちなりの想いを実現させる場です。

＊キッズデザイン賞とは:多様なステークホルダーとともに子どもの未来が持続的で明るいものであるように、「子どもたちが安全に、そして安心して暮らす」
「子どもたちが感性や創造性豊かに育つ」「子どもを産み育てやすい社会をつくる」という目的を満たす、製品・サービス・空間・活動・研究の中から、子ども
や子育てに関わる社会課題解決に取り組む優れた作品を顕彰する制度です。



受賞理由:
STEAM教育の根本は、「自らで問いを生み出し、その解決に取り組むこと」にある。本作品は、
自分たちが使いたいと思う椅子の制作をテーマに、原型のアイデア出しから、実際の組立てまで
ものづくりのプロセスの体験にとどまらず、林業地とオンラインで結ぶことで森林や林業の現状、
地域の暮らしなどを知り、最先端のデジタル技術を使った部材制作など統合的な学びにつなげてい
る。完成したプロダクトはデザインに優れ、そこに至るプロセスや思いも可視化・共有化されてい
る。座学と実践、感性と定量化、アナログとデジタルのすべてを含むもので、最優秀賞にふさわし
いと判断した。 ※キッズデザイン協議会のコメントより

【受賞番号】:210390
【賞名】:最優秀賞 内閣総理大臣賞
【受賞作品名】 : VIVISTOP NITOBE FURNITURE DESIGN PROJECT
【団体名】 : 学校法人新渡戸文化学園 ／ VIVITA JAPAN株式会社 ／ tokotodesign

内閣総理大臣賞の受賞作品をプレスの方や一般の方に観ていただける
機会として、展示会を以下の日程にて開催することになりました。

■とき:
◆プレス向け展示会

10月8日（金）16:30～18:30
◆一般向け展示会

10月9日（土）13:00～16:00
■ところ:新渡戸文化学園

東高円寺キャンパス内 VIVISTOP NITOBEにて
※当日は正門の受付までお越しください

◆当日は最善の感染対策にて対応させていただきます。
ご来場の方々に於かれましても、ご理解の上、
ご協力を賜れれば幸いです。

当日はコロナ感染対策の一環として、入場人員制限をしており
完全予約制になりますので、以下より必ずお申し込みの上の、
ご来場をお願いいたします。

所在地:〒164-8638 東京都中野区本町6-38-1 ●TEL:03-3381-0196
広報室●mail:a_kouhou@nitobebunka.ac.jp ● HP:http://nitobebunka.ac.jp

展示会へのご来場申し込みはこちらの電話とメールにて受け
付けております。
【お問い合わせ先】学校法人 新渡戸文化学園 広報室
●TEL:03‐3381‐0196 ●mail:a_kouhou@nitobebunka.ac.jp


